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大田市二十歳のつどいが開催されました。

(関連記事24ページ)



　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
令
和
７
年
の
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
元
日
に
は
、
石

川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の

大
き
な
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
全
国
各
地
で
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
各
種
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

大
田
市
で
も
災
害
備
蓄
品
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
自
主
防
災
組
織
の
拡
充

や
市
民
へ
の
防
災
・
減
災
意
識
の
啓
発
な
ど
に

継
続
的
に
取
り
組
み
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
な
ど
老
朽
施
設

の
改
修
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
新
庁
舎
の
整
備
と
子
育
て
に
か
か
る
総
合
支

援
拠
点
施
設
に
つ
い
て
は
、
策
定
し
た
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
基
本
設
計
を
お
こ
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
小
・
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
大
田
市

学
校
の
あ
り
方
に
関
す
る
計
画
等
検
討
委
員
会

で
、
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
の
方
向
性
が
定
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
方
向
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、

適
正
な
小
・
中
学
校
の
配
置
に
よ
り
、
将
来
に

わ
た
っ
て
よ
り
よ
い
教
育
環
境
が
確
保
で
き
る

よ
う
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
話
し
合
い
な

が
ら
再
編
・
統
合
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
都
市
基
盤
づ
く
り
に
関
し
て
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
「
大
田
市
駅
前
周
辺
東
側
土
地
区
画
整

理
事
業
」
に
着
手
し
、
今
年
度
は
工
事
と
建
物

移
転
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

各
関
係
者
と
調
整
を
図
り
つ
つ
、
着
実
に
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
物
価
高
騰
や
賃
金
の
上
昇
が
続
く
中
で
、
多

額
の
資
金
と
時
間
を
必
要
と
す
る
こ
れ
ら
の
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
財

政
運
営
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
い

ず
れ
の
事
業
も
、
大
田
市
の
未
来
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
な
事
業
で
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
山
陰
道
「
大
田
・
静
間
道
路
」

「
静
間
・
仁
摩
道
路
」
が
開
通
し
、
３
月
に
は
、

「
出
雲
・
湖
陵
道
路
」「
湖
陵
・
多
伎
道
路
」
も

開
通
し
ま
す
。「
命
の
道
」
と
し
て
、
緊
急
時

の
移
動
時
間
の
短
縮
、
安
全
性
の
向
上
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
観
光
や
産
業
面
に
お
け
る
人
の

流
れ
や
物
流
の
活
発
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
旧
大
田
市
、
邇
摩
郡
温
泉
津
町
お

よ
び
仁
摩
町
が
合
併
し
20
周
年
を
迎
え
る
年
と

な
り
、
周
年
事
業
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
９
年
に
迎
え
る
「
世
界
遺
産
登
録

20
周
年
」、「
石
見
銀
山
発
見
５
０
０
年
」
に
向

け
、
実
行
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
、
継
続
的
な

市
内
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
具
体
的
な
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
に
は
温
泉
津

駅
が
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
「
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
瑞
風
」
の
立
ち
寄
り
駅
と
な

り
ま
し
た
。
大
森
の
町
並
み
を
瑞
風
の
乗
客
の

皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き

続
き
、地
域
を
あ
げ
て
歓
迎
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
田
市
で
は
令
和
５
年
度
か
ら
「
総
合
的
な

人
口
減
少
対
策
事
業
」
に
着
手
し
、「
調
査
検

討
委
員
会
」
で
、
よ
り
効
果
的
な
対
策
に
つ
い

て
議
論
・
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
豊
か
で
幸

せ
な
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

市
全
体
で
こ
の
大
き
な
課
題
を
乗
り
越
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
き
年
が
輝
か
し
い
年
に
な
る
こ
と
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

仙ノ山から見た三瓶山と朝日

大
田
市
長
　

楫
野
　
弘
和



石
田
　伸
一
（
長
久
町
）

川
畑
　勝
男
（
長
久
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
長
久
み
ま
も

り
た
い
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
児

童
の
安
全
・
安
心
を
見
守
る
活
動

に
従
事
。

以
倉
　幸
子
（
大
田
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
第
一
中
学
校

前
に
立
ち
、
生
徒
の
登
校
の
見
守

り
、
声
が
け
を
実
施
し
、
生
徒
の

安
全
確
保
や
登
校
を
支
援
。

船
橋
　牧
夫
（
大
田
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
毎
日
欠
か
さ

ず
児
童
の
登
下
校
の
見
守
り
を
お

こ
な
う
と
と
も
に
、
通
学
時
の
児

童
の
様
子
な
ど
を
学
校
に
適
切
に

伝
え
、
児
童
の
安
全
・
安
心
を
支

え
た
。

中
祖
　洋
一
（
長
久
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
長
久
小
学
校

児
童
の
ふ
る
さ
と
教
育
講
師
と
し

て
、
稲
作
指
導
を
実
施
。

長
尾
　英
明
（
五
十
猛
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
五
十
猛
小
学

校
の
石
見
銀
山
学
習
や
ふ
る
さ
と

教
育
の
講
師
と
し
て
指
導
。
石
見

銀
山
や
五
十
猛
町
の
史
跡
な
ど
に

関
す
る
書
籍
を
執
筆
し
、
学
校
へ

寄
贈
。

竹
下
　輝
男
（
静
間
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
所
有
す
る
田

を
提
供
し
、
児
童
の
籾
ま
き
か
ら

脱
穀
ま
で
稲
作
体
験
、
米
作
り
学

習
の
推
進
に
貢
献
。

農
事
組
合
法
人
は
ね
営
農
組
合

（
代
表
理
事
　竹
下
正
幸
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
朝
波
小
学
校

の
稲
作
学
習
に
貢
献
。
営
農
組
合

の
田
を
利
用
し
、
田
植
え
や
稲
刈

り
な
ど
の
体
験
を
提
供
。

大
國
　栄
伸
（
山
口
町
）

大
國
　一
津
美
（
山
口
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
種
籾
ま
き
や

脱
穀
な
ど
の
お
米
学
習
の
指
導
講

師
と
し
て
児
童
・
生
徒
の
学
習
を

支
援
。
山
村
留
学
生
の
受
入
農
家

と
し
て
、
多
く
の
児
童
生
徒
の
健

全
育
成
に
貢
献
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
多
年
に
わ
た
っ

て
勤
め
各
種
の
活
動
に
貢
献
（
栄

伸
）。主
任
児
童
委
員
と
し
て
地
域

と
学
校
を
結
ぶ
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
、
放
課
後
こ
ど
も
教
室
の

運
営
に
貢
献
（
一
津
美
）。

和
田
　良
一
（
川
合
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
総
合
的
な
学

習
に
お
け
る
エ
ゴ
マ
栽
培
を
指
導

し
、
川
合
小
学
校
の
ふ
る
さ
と
学

習
の
実
施
に
貢
献
。

加
藤
　清
則
（
三
瓶
町
）

飯
田
　勝
美
（
三
瓶
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
田
植
え
囃
子

の
指
導
を
お
こ
な
い
、
池
田
小
学

校
・
川
合
小
学
校
の
ふ
る
さ
と
学

習
の
実
施
に
貢
献
。

胡
摩
田
　弘
孝
（
久
利
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
米
作
り
体
験

な
ど
、
児
童
の
農
業
に
関
す
る
学

習
に
貢
献
。

森
山
　護
（
久
利
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
米
作
り
体
験
や

校
内
の
畑
づ
く
り
の
管
理
な
ど
、
児

童
の
農
業
に
関
す
る
学
習
に
貢
献
。

仲
野
　義
文
（
大
森
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
児
童
と
交
流

し
、
石
見
銀
山
遺
跡
の
価
値
や
魅

力
に
つ
い
て
の
学
習
に
貢
献
。

戸
嶋
　総
一
（
水
上
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
所
有
す
る
田

を
活
用
し
、児
童
の
稲
作
の
体
験
・

指
導
、
社
会
科
や
ふ
る
さ
と
学
習
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12
月
19
日
、
各
分
野
で
市
の
発
展
に
大
き
な

功
績
の
あ
っ
た
人
や
団
体
に
感
謝
状
と
記
念
品
を

贈
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

干支の置物　巳
温泉津やきもの館

の
実
施
に
貢
献
。

廣
山
　和
子
（
水
上
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
児
童
が
育
て

る
学
校
園
で
大
豆
や
小
豆
の
栽
培

指
導
を
実
施
。
収
穫
し
た
作
物
の

加
工
な
ど
の
指
導
も
お
こ
な
う
。

稲
作
や
書
初
め
の
指
導
も
実
施
。

中
井
　秀
三
（
温
泉
津
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、「
西
田
よ
ず
く

は
で
」
や
「
湯
里
の
葛
」
の
作
成

体
験
な
ど
、
ふ
る
さ
と
学
習
の
実

施
に
貢
献
。

三
國
　和
彦
（
水
上
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
第
三
中
学
校

が
取
り
組
む
窯
芸
活
動
に
つ
い

て
、
支
援
、
成
型
か
ら
窯
出
し
ま

で
指
導
。

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
４
）

大
田
市
感
謝
状
を
贈
呈

感謝状の贈呈を受けた皆さん感謝状の贈呈を受けた皆さん

３
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本
市
で
は
、
平
成
30
年
度
に
島
根

県
西
部
地
震
の
復
旧
・
復
興
に
伴
う

多
額
の
支
出
が
発
生
し
、
ま
た
令
和

２
年
度
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
市
税
な
ど
の

大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か

ら
、
同
年
度
中
に
「
中
期
財
政
運
営

方
針
（
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年

度
）」を
策
定
し
た
う
え
で
、全
庁
を

挙
げ
た
財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
令
和
５
年
度
末
の
基

金
残
高
は
、
方
針
の
取
り
組
み
を
踏

ま
え
て
設
定
し
た
28
億
円
を
約
27
億

円
上
回
る
55
億
円
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
後
は
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

の
修
繕
・
更
新
に
多
額
の
経
費
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
に
加
え
、
昨
今
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
物
価
高
騰
、
人
手

不
足
や
働
き
方
改
革
を
背
景
と
す
る

人
件
費
の
上
昇
な
ど
、
本
市
を
取
り

巻
く
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
先
行
き
は
非
常
に
不
透
明
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
災
害
の
発
生
、
未
知

の
感
染
症
の
流
行
な
ど
、
予
測
困
難

な
財
政
運
営
上
の
リ
ス
ク
は
年
々
高

ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
不
測
の
事

態
に
備
え
る
た
め
に
は
、
一
定
程
度

の
基
金
残
高
を
確
保
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
社
会
の
進
展
、
行
政
に
求
め

ら
れ
る
役
割
の
変
化
な
ど
に
対
応
し

方
針
策
定
の
趣
旨

つ
つ
、
本
市
の
持
続
的
発
展
に
つ
な

が
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
学
校
・

子
育
て
支
援
施
設
、
市
役
所
新
庁
舎

の
整
備
な
ど
）
を
着
実
に
推
進
す
る

た
め
に
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に

提
供
で
き
る
体
制
を
確
立
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
現
行
方
針
を
１
年
前

倒
し
し
て
見
直
し
を
お
こ
な
い
、
改

め
て
「
第
２
期
中
期
財
政
運
営
方
針

（
令
和
７
年
度
〜
令
和
11
年
度
）」

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
公
共
施
設

の
適
正
化
な
ど
の
避
け
て
は
通
れ
な

い
課
題
に
対
応
し
つ
つ
、
持
続
可
能

で
健
全
な
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

「
第
２
期
中
期
財
政
運
営
方
針
」
を
策
定

―
―

 
公
共
施
設
の
適
正
化
な
ど
、重
要
課
題
へ
の
対
応
に
向
け
て
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298

6

289

38

103

73

40

7

28

279

10

258

38

99

64

20

4

33

251

7

256

38

99

63

17

8

31

250

6

275

37

100

65

24

15

34

275

0

252

39

103

52

25

8

25

252

0

249

38

104

47

29

6

25

249

0

264

38

104

48

39

10

25

264

0

Ｒ10

274

38

103

46

48

14

25

274

0

歳入歳出の実績と今後の見通し

問
財
政
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
１
）

　
本
市
で
は
、
令
和
２
年
度
に
「
中
期
財
政
運
営
方
針
（
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）」
を
策
定
し
、

財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
は
公
共
施
設
の
適
正
化
な
ど
、
避
け
て
は

通
れ
な
い
課
題
へ
の
対
応
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
現
行
方
針
を
１
年
前
倒
し
し
て
見
直
し
を
お
こ
な
い
、「
第
２
期
中
期
財
政
運
営
方
針

（
令
和
７
年
度
〜
令
和
11
年
度
）」
を
新
た
に
策
定
し
、
持
続
可
能
で
健
全
な
財
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

※収支不足は予算編成を通じて解消を図る
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《大田市　財政指標》運営方針および財政見通しの詳細については
市ホームページをご覧ください

『第２期中期財政運営方針』に掲げる財政運営の目標

老朽化した公共施設の整備などを進めつつ、財政運営上のリスクに対応できる財源
を確保

目標

基金残高の推移

公債費の推移

（単位：億円）

　本市の現状を踏まえたうえで、以下の２つの目標を設定することとし、健全な財政運営に
取り組みます。

⇒　令和８年度末　基金残高総額　40億円以上
　　令和11年度末　基金残高総額　14億円以上

市債の発行や償還方法を適切に管理し、後年度における公債費負担を平準化
目標

⇒　令和12年度以降　単年度公債費　33億円以下

国県補助制度の有効活用、
公共料金の見直し、市有財
産の売却等の促進　など

■歳入面の取り組み
行政サービスの抜本的な見
直し、総人件費の抑制、公共
施設の適正化　など

■歳出面の取り組み
デジタル技術の活用や従来の
業務方法を改善していくため
の職員の意識改革　など

■そのほかの取り組み

過去の大型事業実施に伴い発行した市債の返済が次々に終わることに加え、今後発行する
市債の償還条件を適正に管理していくことで、単年度の公債費負担は減少していきます。

○基金とは
特定の目的（事業）のために積み立てて
おく資金。自治体の貯金。
　○公債費とは
市債（市の借金）を返済する元利償還金
（元金と利子）と一時的な借入をした場合
の支払利息。自治体の借入返済額。

【用語の説明】

【基金残高及び公債費の推移】

【目標達成のための取り組み】
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２月13日は
　「日本遺産の日」
２月13日は
　「日本遺産の日」

　文化庁と全国の日本遺産協議会から
組織される「日本遺産連盟」は、日本
遺産の理解と関心を高めることを目的
として、毎年２月13日を「２（にほん）
13（いさん）」の語呂合わせで「日本
遺産の日」としています。

問大田市日本遺産推進協議会
　事務局：観光振興課（☎0854‐83‐8192）

　大田市日本遺産推進協議会では、令和２年６月に日本遺産に認定された「石見の火山が伝える悠久
の歴史 －〝縄文の森　〝銀の山　と出逢える旅へ－」を活用して、地域活性化を推進しています。
　認定から５年目を迎え、日本遺産を活用した取り組みも広がってきており、今後も更なる日本遺産
の普及と地域活性化に向けて、皆さんと一緒に取り組んでいきます。

主な取り組み

〟 〟

【普及啓発】
《石見の火山活用事業補助金》

　三瓶や大森、琴ヶ浜などの地域の伝統
文化や暮らしについてガイドによる解説
を実施しています。（年３回程度）　
※　ガイド随時募集中！興味がある方は事
務局までご連絡ください！

　日本遺産を活用した取り組みについて、
上限10万円の範囲内で支援しています。
※　Ｒ６年度の募集は終了しました。　
【Ｒ５年度採択事業】石見の歴史遺産で眠る
熟成シュトレンお迎えツアーほか９件

《日本遺産講座》

【商品造成】
《商品化のためのワークショップ》

《大田市日本遺産公式サイト》

　日本遺産の構成文化財を
組み合わせたツアー造成や
体験プログラム、関連地域
での食・土産・宿泊などの
要素を絡めた商品化のため
のワークショップを開催し
ています。

【人材育成】
《日本遺産のガイド養成》

ガイド養成講座を実施し、日本遺産の魅力を伝えるガイドを
養成しています。ガイドは日本遺産講座や日本遺産に関する
イベントに参加し、魅力発信に取り組んでいます。

【情報発信】
日本遺産に関連したイベント情報などを発信しています。
ウェブサイト Facebook Instagram

しろがね

石見の火山が伝える悠久の歴史
ー〝縄文の森〝銀の山　と出逢える旅へー〟 〟しろがね



明治時代には、
日本で唯一、蕎麦の名産地に
数えられとったんで！

日本遺産厚生文化財
三瓶そばの特徴って？

寒暖差が大きい三瓶山の高原気候がマッチ！
風味を育むんだけ！
火山灰の土壌で、在来種が育てられてきたんだと！

三瓶そばが
食べられるお店はこちら！

みんなで『三瓶そば』を全国に発信していきましょう！
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江
戸
時
代
か
ら
三
瓶
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
コ
コ
で
し
か

味
わ
え
な
い
味
『
三
瓶
そ
ば
』
を
知
っ
て
ほ
し
い

　こ
れ
か
ら
は
大
田
市
の
み
ん
な
で
観
光
地
域
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　大
田
市
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
と
連
携
し
、
観
光
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
む
組
織
で
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
大
田
市
の
良
さ
を

伝
え
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　「観
光
に
欠
か
せ
な
い
も
の
」
の
ひ
と
つ
が
「
食
」
で
す
。
今
回
は
『
三

瓶
そ
ば
』
を
知
っ
て
ほ
し
い
！
『
三
瓶
そ
ば
』
は
江
戸
時
代
か
ら
三
瓶
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
コ
コ
で
し
か
味
わ
え
な
い
味
、
そ
し
て
、
地
域
な
ら
で

は
の
品
質
や
特
徴
を
持
つ
産
品
を
保
護
し
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る
地

理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
に
登
録
さ
れ
て
い
る
、
そ
ん
な
す
ご
い
食

べ
物
で
す
。

（※

　Ｇ
Ｉ
登
録
さ
れ
て
い
る
産
品
は
他
に
も
「
特
選
松
阪
牛
」
や
「
夕

　張メ
ロ
ン
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
）

祝！温泉津 重要伝統的建造物群保存地区 20周年！
2027年 石見銀山世界遺産登録20周年・発見500年を迎えます。みんなで盛り上げましょう
大田市ＤＭＯ事務局
（一社）大田市観光協会（☎0854‐88‐9950） 問観光振興課（☎0854‐83‐8192）

《三瓶そばマップ》

ぜひ三瓶山の美しい風景とともに
三瓶そばをお楽しみください！
ぜひ三瓶山の美しい風景とともに
三瓶そばをお楽しみください！

【シリーズ　大田市の観光③】 『大田市ＤＭＯ』ってなーに？
～地域のみんなで観光地域づくり～

＊

＊DMO（Destination Management/Marketing Organization:観光地域づくり法人）：地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに
　地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりの舵取り役となる法人のこと

７

《大田市観光協会》

2020年 地域産品を保護するＧⅠ（地理的表示）に登録！
2023年 おいしいそば産地大賞で全国3位！
　　　（日本蕎麦保存会主催）



　構築された仮想空間は、現地情報や膨大な調査情報を学習
したＡＩが質問に答えることができ、児童や生徒の事前の調
べ学習や事後の振り返り学習での活用、また学びを深める探
求学習での活用が期待されます。
　大成建設の担当者からは、「ＡＩの回答はすでにある情報
から組み立てられたもので高い精度があるものの、情報がな
い質問に対しては誤った答えを返すことがあるので注意が必
要」、「仮想空間に全てを頼るのではなく、現地見学などの
「現実」の体験や学習をする際に、考え方や見解をあらかじめ
整理する手段として用いてもらいたい」と、ＡＩ活用の注意
点や仮想空間の役割について話されました。また、「仮想空
間を体験した児童たちはすぐに慣れ、ゲーム感覚で自由に使
いこなす姿が見られ、試行を繰り返しながらより使いやすい
形を目指したい」とも話していました。

　石見銀山基金事業の取り組みとして、平成23年度より小中学
生を対象とした「石見銀山学習」への支援を実施しています。
石見銀山学習では、現地で本物の文化財を見学し、石見銀山の
世界遺産や文化財としての価値を学んでいます。本年11月から
は、市内の７つの小学校において、ＩＣＴ技術による仮想空間
を活用した石見銀山学習の実践をおこなっています。この仮想
空間は昨年度から大成建設株式会社と市内の株式会社石見銀山
生活観光研究所（石見銀山群言堂グループ）が共同して、大森
の町並みを再現し、現地情報を盛り込んで構築したものです。
今回のフォーラムでは、市民や多くの関係者と、これからの石
見銀山学習について考えるため、ＩＣＴ技術による仮想空間の
活用事例を紹介し、意見交換をおこないました。
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問特定非営利活動法人石見銀山協働会議（☎0854‐88‐9123）

・銀山領33ヵ寺巡る会（石見銀山領33ヵ所巡り連続歴史講座と大学生の巡礼体験）
・石見銀山研究会（石見銀山研究）

石見銀山基金事業報告

※　ⅠＣＴ　コンピューターやインターネットな
どを使って情報を扱う技術のこと（情報通信技術）

石見銀山協働フォーラム ～ICTでつなぐ石見銀山学習～
＊

　12月７日㈯に「石見銀山協働フォーラム」を大田市民センターで開催
しました。令和５年度に石見銀山基金を活用した２団体の事業報告と、
ⅠＣＴを活用した石見銀山学習の取り組みの講演がおこなわれました。
　またフォーラムに先立ち、石見銀山ＷＡＯＮ寄附金贈呈式もおこなわ
れ、イオンリテール株式会社より、大田市へ目録の贈呈がありました。

石見銀山ＷＡＯＮ寄附金贈呈式石見銀山ＷＡＯＮ寄附金贈呈式

　講演には、学校の関係者も多数参加されており、「今後、本格的に利用が可能
となった場合は利用料が発生するのか」、「高校での活用も可能なのか」といった
質問がありました。また、参加者からは「デジタルによって学習することにより
児童の理解が深まると思った」などの感想もありました。
　終了後には用意されたパソコンを利用して、多くの参加者が仮想空間を実際に
操作しその機能や操作性を体験しました。
　現在は、仮想空間の利用方法として石見銀山学習で試行されていますが、観光
分野での活用も考えられます。旅行を予定している人と地元の案内人が仮想空間内であらかじめ出会い、現地に
いるような感覚で打ち合わせをし、ガイドを行うなど、今後、様々な用途での活用が期待されます。

石見銀山協働フォーラムの様子石見銀山協働フォーラムの様子

仮想空間（石見銀山の町並み）仮想空間（石見銀山の町並み）

仮想空間を体験する参加者仮想空間を体験する参加者

講演「仮想空間を体験！～ICTでつなぐ石見銀山学習～」
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す
す
む
山
陰
道
整
備

す
す
む
山
陰
道
整
備

湖陵・多伎道路　出雲多伎ⅠC付近
福光・浅利道路　江津市 波来浜地区付近

な　ら　はま

道　路　名

福光・浅利道路 6.5㎞ 平成28年度　事業化
 (調査設計、用地買収、用地補償、改良工事、橋梁下部工事など）

延　長 事　　業　　内　　容

令
和
７
年
３
月
２
日

出
雲
〜
多
伎
間 

開
通

令和７年３月２日　開通

令和６年度　山陰道事業計画（市関係分）

　
国
土
交
通
省
か
ら
令
和
７
年
３

月
２
日
に
出
雲
市
内
の
「
出
雲
・

湖
陵
道
路
」「
湖
陵
・
多
伎
道
路
」

（
合
計
８
・
９
㎞
）が
開
通
す
る
と

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
田
市
温
泉
津
町
か
ら
鳥
取
県

琴
浦
町
ま
で
約
１
５
３
㎞
の
高
規

格
道
路
が
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
当
市
も
全
国
の
高
規
格
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
本
格
的
に
組
み

込
ま
れ
ま
す
。

　
島
根
県
内
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

が
向
上
し
、
救
急
搬
送
時
や
災
害

時
の
「
命
の
道
」
と
し
て
の
役
割

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
雇
用
の
確

保
や
産
業
振
興
、
島
根
県
東
西
部

に
わ
た
る
「
周
遊
型
観
光
」
の
促

進
な
ど
、
当
市
に
も
人
流
・
物
流

の
活
発
化
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
が
期
待
さ
れ
る
、
待
望
の
開
通

で
す
。

　
今
後
も
、
福
光
・
浅
利
道
路
は

も
と
よ
り
山
陰
道
の
１
日
も
早
い

全
線
開
通
に
向
け
、
引
き
続
き
関

係
機
関
へ
強
く
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。

問
事
業
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
６
７
）



栄養
食事、
口腔機能

身体
活動

社会性
就労、余暇活動
ボランティア運動、社会

活動など

▼

心
身
の
機
能

歳を重ねると…体力・気力の余力低下

健康 フレイル 要介護

フレイル対策する
ことで、健康に！

フレイルを放置
してしまうと…
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「高齢者通いの場」ってどんな事業？
問介護保険課（☎0854‐83‐8059）

　年を重ねると体力や気力の低下（これをフレイル状態といいます）が進み、移動や入浴、調理の支度や掃除、
洗濯といった身の回りのことが困難になり、周囲の支援や介護を必要とする状態が生じてきます。
　介護予防とは、こうしたフレイル状態を放置せず、早い段階で老化のサインをとらえ、介護が必要な状態にな
る前に予防策に取り組み、健康や身体機能を維持するというものです。　
　健康に生活できる期間（健康寿命）を維持し、身近な地区で仲間づくりや介護予防を進めるために、平成28年
度に「高齢者通いの場づくり事業」が誕生しました。大田市では、介護予防の推進に賛同いただいた地区の団体
からなる協議体（令和６年10月末現在22地区）が市の委託を受けて実施しています。

参加者・スタッフの声

「高齢者通いの場」ってどんなところ？

　「介護予防に効果があると思う」と
回答された参加者は全体の９割以上！

■対　　象：地区にお住まいの概ね75～80歳以上の人で、自分のことはご自身でできる人
　　　　　　（すでに介護保険サービスをご利用の人は、この事業が利用できない地区もあります）
■開催場所：まちづくりセンターもしくは地区・団体管理の建物など
■開催頻度：週１回（年間約45～50回）
■実施内容：レクリエーション、0854‐8体操、講座、創作活動、季節の行事など
　　　　　　（一部の地区では、開催日に併せ食料品などの移動販売もあります）
■利用料金：１回あたり200円～
　　　　　　（地区により異なりますが、提供される茶菓子、昼食、送迎料金などは別途負担となります）
■利用方法：お住まいの地区の協議体へ利用の相談、登録が必要です。
　　　　　　※　利用定員があります。新たに参加をご検討の人は、各地区協議体へお繋ぎしますので
　　　　　　介護保険課までお問い合わせください。

フレイル予防の3つの柱
フレイルとは寝たきりになる前の段階のことです

詳しくは「高齢者べんり帳ホームページ」をご覧ください。

《高齢者べんり帳ホームページ》

　「友人・友達が増えました」、「気持ちが明るく
なりました」、「前より立ち上がりが楽になりまし
た」などの声も多く、運営側のスタッフは利用者
の皆さんから笑顔と元気をいただいています。
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はちまるにいまる
８０２０よい歯のコンクール表彰
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　80歳以上で自分の歯を20本以上保持し、口腔
の健康管理に努力している人を表彰する「８０
２０よい歯のコンクール」が島根県と島根県歯
科医師会の共催でおこなわれ、大田市からは、
優秀賞１人、優良賞に１人が受賞されました。
おめでとうございます。

こころとからだの健康はお口の健康から
　お口の健康を保つことは、何でも噛む力や飲み込む力、
おいしく食べる力につながり、毎日を元気に過ごすことに
つながります。皆さんも、受賞された２人の『８０２０の
秘訣』を取り入れてみてはいかがでしょうか。

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

【優秀賞】

古田　昭さん
ふる た　　あきら

歯の本数　30本

８０２０の秘訣
 ・定期的な歯科受診

【優良賞】

山﨑　長穂さん
やまさき　　ひさ お

歯の本数　28本

８０２０の秘訣
 ・海辺育ちのため子どものころ
　 から小魚をよく食べていた
 ・２か月に１回定期受診

【寄 贈】
「図書券」と手作りの「福来るふくろう」

大田地区更生保護女性会

武田教育長と大田地区更生保護女性会の皆さん武田教育長と大田地区更生保護女性会の皆さん

　12月９日、大田地区更生保護女性会（森脇岸江
会長）より、「図書券」と、大田地区更生保護女性
会の皆さん手作りの「福来るふくろう」を寄贈い
ただきました。

　「図書券」は市内全小・中学校へ、「福来るふく
ろう」は、旧２分の１成人式の対象である市内の
小学４年生全員に配布されます。

問教育委員会 学校教育課（☎0854‐83‐8160）

子育てアプリおおだっこ（母子モ）

　　  妊娠、出産、育児をサポート

ぼ　　　 し　　　 も

　市では、子育て支援アプリ「おおだっこ（母子
モ）」を配信しています。ぜひご活用ください。

◇できること◇
・妊娠中の健診記録やお子さんの成長記録・予防
　接種のスケジュール管理ができます。

・お子さんの写真、成長日記などをご家族で共有
　することができます。

・市から妊娠や子育て期を対象とした教室や地域
　のイベント情報が届きます。

・日本語のほか、英語、中国語、韓国語、ポルトガル
　語などの外国語（11か国語）にも対応しています。

・出産・育児に関するアドバイスの提供など、育
　児や仕事に忙しい家族を助けてくれる便利な機
　能が充実しています。

・費用は無料です。（ただし、端末を利用する際
　のWeb通信料がかかります）

おおだっこ（母子モ）

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）
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おおだ
ウォッチング

まちの話題を紹介

伊
藤
宏 

会
長
（
左
）

北
垣
正
宏
さ
ん
（
左
）

詳しくは二次元コードを読み取り、市ホームページへ！詳しくは二次元コードを読み取り、市ホームページへ！

山陰中央新報社地域開発賞を受賞し 喜びの声

　
三
瓶
町
志
学
出
身
の
画
家
、
故
鈴
木
寛
男
さ
ん
の
功
績
に
ち
な
み
、
毎

年
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
優
れ
た
絵
画
を
表
彰
す
る
「
鈴
木
賞
」。
本
年

度
は
、
約
２
，２
０
０
点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
る
中
、
５
点
が
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　
12
月
19
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
受
賞
式
で
は
、
第
三
中
学
校
の
平
瀬
野
々
花

さ
ん
が
受
賞
者
を
代
表
し
て
「
ま
さ
か
自
分
の
作
品
が
選
ば
れ
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
納
得
の
い
く
作
品

を
作
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

堀
田 

莉
子
　
（
志
学
小
２
年
）
　『
大
き
い
牛
は 

か
っ
こ
い
い
な
』

飯
田 

瑚
桃
　
（
北
三
瓶
小
３
年
）『
大
き
な
ト
ラ
ク
タ
ー
』

川
上 

杏
莉
　
（
久
手
小
５
年
）
　『
刺
鹿
神
社
』

野
原 

初
美
　
（
第
一
中
２
年
）
　『
初
参
り
』

平
瀬 

野
々
花
（
第
三
中
３
年
）
　『
私
の
育
っ
た
校
舎
』

約2,200点から選ばれた絵画５点を表彰
第37回鈴木賞表彰式

　
　
　【
大
田
の
自
然
を
守
る
会
　
伊
藤
宏 

会
長
】

　
　
　
　
大
田
の
自
然
を
守
る
会
の
伊
藤
宏
会
長
が
、
地
域
開
発
賞
（
第
58

　
　
　
回
教
育
賞
）
を
受
賞
し
、
11
月
18
日
、
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
伊
藤
さ
ん
は
、
永
年
の
幅
広
い
自
然
保
護
活
動
や
、
子
ど
も
た
ち

　
　
　
へ
の
熱
心
な
環
境
学
習
活
動
を
通
じ
て
、
希
少
植
物
な
ど
の
保
護
に

　
　
　
貢
献
し
、
自
然
環
境
保
全
の
意
識
の
熟
成
に
寄
与
さ
れ
た
功
労
者
と

　
　
　
し
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
伊
藤
さ
ん
は
「
大
田
市
に
は
素
晴
ら
し
い

　
　
　
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
も
っ
と
皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い
」

　
　
　
と
話
し
ま
し
た
。

　
　
　【
林
業
種
苗
生
産
者
　
北
垣
正
宏
さ
ん
】

　
　
　
　
北
垣
正
宏
さ
ん
（
三
瓶
町
）
が
、
地
域
開
発
賞
（
第
58
回
産
業
賞

第
１
部
門
（
農
林
畜
水
産
））
を
受
賞
し
、
12
月
11
日
、
市
長
に
報
告
し
ま

し
た
。

　
北
垣
さ
ん
は
、
後
継
者
不
足
の
中
、
県
内
屈
指
の
山
林
用
苗
畑
を
専
業
で

経
営
し
、
地
域
の
造
林
者
に
信
頼
さ
れ
る
苗
木
を
安
定
的
に
供
給
し
て
き
た

こ
と
が
地
域
の
規
範
と
な
る
と
し
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
垣
さ
ん
は
「
地
道
に
苗
木
と
向
き
合
い
、
頑
張
っ
て
き
た
。
長
年
続
け

て
き
た
苗
木
の
生
産
が
評
価
さ
れ
て
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

後列左から、野原さん、平瀬さん、
前列左から、堀田さん、飯田さん、川上さん

【鈴木賞】
　昭和63年に奈良芸術短期大学教授だった鈴木先生が、旧池田
小・中学校に壁画を制作されたことをきっかけに創設されまし
た。毎年、市内の小・中学校の優れた絵画を鈴木賞として表彰
しています。
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避
難
所
設
営
訓
練
で
簡
易
ベ
ッ
ド
を

組
み
立
て
る
避
難
者
ら

甘く美味しい有機米できました
大田市×三菱マヒンドラ農機株式会社

原発事故を想定し避難訓練を実施
中国電力島根原発が12月７日再稼働

　
市
で
は
、
消
防
団
に
積
極
的
に

協
力
し
て
い
る
事
業
所
を
「
大
田

市
消
防
団
協
力
事
業
所
」
と
し
て

認
定
し
て
い
ま
す
。
株
式
会
社
山

崎
工
務
店
（
山
﨑
哲
也
代
表
取
締

役
）
は
、
従
業
員
の
消
防
団
活
動

へ
の
配
慮
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
認
定
を
受
け
、
山
﨑
社
長
は

「
消
防
団
は
消
火
活
動
、
災
害
時

の
救
助
活
動
、
地
域
住
民
の
避
難

誘
導
な
ど
、
地
域
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
消
防
団
員
の
従
業
員
と
と
も

に
今
後
も
消
防
団
活
動
に
積
極
的

に
協
力
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
を
活
用
し
、
日
本
船
舶

薬
品
株
式
会
社
（
神
奈
川
県
横
浜

市
）
か
ら
「
協
働
・
共
創
に
よ
り

持
続
可
能
な
ま
ち
を
つ
く
る
事

業
」
に
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
11
月
26
日
に
感
謝
状
贈
呈
式
が

開
か
れ
、
消
防
部
長
か
ら
「
大
田

市
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ご
支
援
に

深
く
感
謝
す
る
。
大
田
市
の
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と

お
礼
を
述
べ
、
黒
川
広
島
営
業
所

所
長
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

黒
川
順
司
広
島
営
業
所
所
長
（
右
）

消防団活動に積極的に協力したい
株式会社　山崎工務店

企業版ふるさと納税に感謝状
日本船舶薬品株式会社

山
﨑
哲
也
代
表
取
締
役
（
中
央
）

三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
株
式
会
社

齋
藤
徹
社
長（
左
）
と
市
長

　
大
田
市
と
三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農

機
株
式
会
社
は
、
令
和
６
年
５
月

に
有
機
米
の
産
地
づ
く
り
に
関
す

る
連
携
協
定
を
締
結
し
、
三
瓶
地

区
で
紙
マ
ル
チ
田
植
機
を
使
っ
た

有
機
米
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
本
取
り
組
み

で
有
機
米
が
初
収
穫
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
実
証
結
果
の
報
告
と
試

食
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
株
式
会

社
の
齋
藤
徹
社
長
は
「
期
待
以
上

の
良
い
結
果
が
出
た
の
で
、
更
な

る
自
信
に
繋
が
っ
た
。
消
費
者
の

有
機
米
に
対
す
る
需
要
は
多
い
た

め
、
日
本
各
所
に
広
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
11
月
16
日
、
中
国
電
力
島
根
原

発
（
松
江
市
鹿
島
町
）
の
事
故
を

想
定
し
た
訓
練
が
お
こ
な
わ
れ
、

松
江
市
か
ら
約
２
２
０
人
の
住
民

が
自
家
用
車
や
バ
ス
を
使
い
、
大

田
市
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　
避
難
先
と
な
っ
た
市
立
第
二
中

学
校
で
は
、
川
合
自
主
防
災
協
議

会
に
よ
る
豚
汁
の
炊
き
出
し
が
お

こ
な
わ
れ
、
避
難
者
ら
に
ふ
る
ま

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
所
設

営
訓
練
で
は
、
久
手
町
市
井
自
主

防
災
会
の
協
力
に
よ
り
、
段
ボ
ー

ル
間
仕
切
り
や
テ
ン
ト
な
ど
の
物

品
を
使
い
、
設
営
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
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こんにちは
保健師です ヤングケアラーを知っていますか

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8147）

　ヤングケアラーとは「家族の介護その他の日常生活上の世話を過度におこなっていると認め
られる子ども・若者」とされ、令和６年６月に子ども・若者育成支援推進法で、「国・地方公
共団体などが各種支援に努めるべき対象」と明記されました。おおむね30歳未満の人を対象と
していますが、状況などに応じて40歳未満の人も対象に含まれます。
　令和２年度の調査では、中高生の約17人に１人がヤングケアラーと推計されています。

（こども家庭庁ホームページより）

　市では、令和６年11月、井上恵理子氏を講師として「ヤングケアラーを知ろ
う！考えよう！」と題して研修会を開催しました。
　井上氏は、小学生の頃と20歳代の頃から現在までご家族の介護を経験され、
出雲市で「子どもから大人まで多世代が集える居場所」として「コネクトほーむ」
を開設しています。
　研修の中では、井上氏より「ヤングケアラーの啓発が進んだことでこどもた
ちにとって負の印象が強くなり、『ヤングケアラーだということを隠したい』
『自分がヤングケアラーだと思いたくない』と思うこどもが増えている」といっ
た現状や、「周囲の大人たちは、こどもの『言ってほしくない』『知られたくな
い』という気持ちを守りながらサポートすること」の大切さについて説明があ
りました。

　ケアをおこなっている本人は、ＳＯＳを出しにくいことも多く、周囲の気づきが
大切となります。
　ご相談がある場合は、子ども家庭支援課 子ども家庭相談係までお知らせください。

障害や病気のある家族に代
わり、買い物・料理・掃除・
洗濯などの家事をしている。

家族に代わり、幼いきょうだい
の世話をしている。

障害や病気のあるきょうだい
の世話や見守りをしている。

目を離せない家族の見守り
や声かけなどの気づかいを
している。

日本語が第一言語でない家
族や障害のある家族のため
に通訳をしている。

家計を支えるために労働をし
て、障害や病気のある家族を
助けている。

アルコール・薬物・ギャンブル
問題を抱える家族に対応して
いる。

がん・難病・精神疾患など慢
性的な病気の家族の看病を
している。

障害や病気のある家族の身
の回りの世話をしている。

障害や病気のある家族の入
浴やトイレの介助をしている。
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５日㈬

10:00～11:30
受付９:45～

10:00～11:30
受付９:45～

９:00～10:30乳幼児相談 大田市役所　４階和室 身体計測、育児相談
栄養相談、授乳相談

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

14日㈮離乳食教室
（前期） 仁摩保健センター 対象：生後８か月頃ま

での乳児とその保護者
母子健康手帳・おむつ

バスタオル

大田市役所　４階和室９:30～10:30
受付９:15～28日㈮

育児教室
〔ぴよぴよ〕
（子育て期）

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

対象：産後２か月以降
の乳幼児とその保護者

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの

19日㈬ 13:00～16:15
子ども家庭センター
「おおだっこ」
（市役所１階）

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

授乳相談
ごくごく 身体計測、授乳相談

対象：生後９～18か月頃
の乳幼児とその保護者21日㈮ 仁摩保健センター

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

飲み物（お子さん用）
離乳食教室
（後期）

 
問健康増進課
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※　市役所健康増進課（☎0854‐83‐8151）へ電話、または下記二次元コードから予約してください。
種　類 医療機関 対象者など

胃がん
（胃カメラ）

検診
大田市

※　市の胃がん検診は２年に１回の受診間
隔のため、令和５年度に胃がん検診（バリ
ウム検査・胃カメラ検査）を受けた人は、
対象外となります。
※　胃の自覚症状がある人、胃薬など内服
中の人は、検診対象外となります。

大田呼吸循環クリニック、合原医院、昭和医院、
石田医院、福田医院、木島医院、郷原医院

50歳以上の大田市民
◎自己負担金　3,000円
・無料になる人：生活保護世帯の世帯
　員、市民税非課税世帯の世帯員のみ

予約サイト

※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（個別）
医療機関種　類 対象者など

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

☆子宮頸がん
検診

大田市

出雲市

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市 島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571） 40歳以上の女性
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は２回の受診が必要

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

２月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も

健康ガイド２月 ☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。
☆受診時に保険証など、証明できる書類の提示が必要です。



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）
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石見銀山の森を
考える

おはなし会
つくしんぼの会
ストーリーテリング
古文書を読む会
ナイトライブラリー
おはなし会
仁摩・大国陶芸クラブ展

図書館
８日㈯、22日㈯
８日㈯
15日㈯
15日㈯
21日㈮
15日㈯
５日㈬～3月3日㈪

中 央

仁 摩

14:00～14:20
10:30～11:30
14:00～14:20
14:00～16:00
19:00～21:00
10:15～10:45

行　　事 日　　時 土火 木 金日 月 水

②
⑨
⑯
㉓

３

10

17

24

４

11

18

25

①
⑧
⑮
㉒

３

７

14

21

28

２

６

13

20

27

５

12

19

26

「古代のキッチンから」
　時代は1500年前。古代のキッチンにはどん
な材料が並び、どんな器を使っていたので
しょう？市内で発掘された出土品を関連図書
とあわせて展示します。

中
　央

仁
　摩

「豆知識」
　２月は、節分、大豆の日、世界マメの日な
ど、マメに関する記念日やイベントが盛り沢
山。この機会に、マメに関するさまざまな知
識を深めてもらえればと思います。

「鴨川食堂ごほうび」　柏井 壽／著　小学館

　　　　　　　　　　　　　　 （温泉津図書館所蔵）

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～12:00、13:00～17:00

おすすめの本

第22回
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　「
石
見
銀
山
は
自
然
と
共
生
し
た

鉱
山
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
て
、
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
こ
で
い
う「
自
然
」と
は
何

で
し
ょ
う
か
。答
え
は
森
林
で
す
。

　
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ア
ー
賞
受
賞
者
の

ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
、
ジ
ャ
レ

ド
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
は
、「
隆
盛
を

極
め
た
数
々
の
文
明
社
会
が
存
続

で
き
ず
に
滅
ん
だ
要
因
の
ひ
と
つ

に
、
森
林
資
源
の
枯
渇
が
あ
る
」

（『
文
明
崩
壊
―
滅
亡
と
存
続
の
命

運
を
分
け
る
も
の
―
』）と
論
じ
ま

し
た
。
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
っ
た
そ
の
著
書
の
中
で
注
目

し
て
い
る
の
は
、
日
本
の
江
戸
幕

府
に
よ
る
森
林
政
策
で
す
。
日
本

の
文
明
が
滅
び
な
か
っ
た
要
因
だ

と
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
人
間
活
動
の
営
為
に
よ
っ
て
変

容
す
る
森
林
に
対
し
て
、
石
見
銀

山
で
は
、
鉱
山
と
い
う
ど
う
し
て

も
環
境
に
負
荷
を
与
え
る
場
所
で

あ
り
な
が
ら
、
緑
を
保
ち
続
け
た

こ
と
が
大
き
な
価
値
評
価
に
つ
な

が
っ
た
の
で
し
た
。

　
で
は
今
、石
見
銀
山
の
森
林
は
、

ど
う
な
の
か
。
森
林
や
景
観
の
専

門
家
と
地
元
の
方
々
と
が
話
し
合

う
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
石
見
銀
山
の
森

を
考
え
る
」
が
令
和
６
年
12
月
１

日
、大
森
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
世
界
遺
産
の
な
か
で
森
林

が
占
め
る
割
合
で
は
石
見
銀
山
は

３
番
目
に
大
き
い
こ
と
。
し
か
し

そ
の
実
態
は
、
繁
茂
し
て
範
囲
を

広
げ
つ
つ
あ
る
竹
林
。
も
と
も
と

伐
採
す
る
目
的
で
植
え
ら
れ
手
入

れ
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
杉
の

現
状
が
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
斜
面
に
生

え
た
杉
は
成
長
す
る
に
し
た
が
っ

て
「
自
己
掘
削
」
と
い
う
現
象
で

表
土
を
流
出
さ
せ
倒
れ
て
い
く
こ

と
や
、
発
芽
性
が
高
い
こ
と
が
特

徴
で
あ
る
モ
ミ
ジ
が
石
垣
に
自
生

し
て
崩
壊
さ
せ
て
し
ま
う
事
例
。

さ
ら
に
落
ち
葉
が
屋
根
に
積
も

り
、
挙
句
の
果
て
に
は
建
物
を
損

壊
し
て
し
ま
う
具
体
例
な
ど
が
紹

介
さ
れ
、
適
切
な
管
理
の
必
要
性

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
ど
の
よ
う
に
森
林
と
付
き
合
え

ば
よ
い
の
か
。
来
場
者
み
ん
な
で

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

市ホームページ

◇展示テーマ

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

２月の図書館お休みの日

　「食捜します」でおなじみの
鴨川食堂シリーズ第11作目。探
してほしい食の説明をする間に
出される料理の数々に、食べて
いないのに舌鼓を打ってしまう
ほど卓越した表現が冴えわたり
ます。人と食の関わりが縁と思
われるくらい、しみじみと心に
響きます。

えにし

◇２月の行事

◇各図書館の展示内容はホームページで紹介しています。
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令
和
６
年
度
第
５
回
人
権
を
考
え

る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お
お
だ
ふ
れ

あ
い
会
館
第
５
回
人
権
・
同
和
問

題
研
修
会

　
市
で
は
、
障
が
い
を
理
由
と
す

る
偏
見
や
差
別
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
演
会
（
研
修
会
）
を
開
催
し
ま

す
。

▽
日
時
　
３
月
17
日
㈪

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
４
階
　
集
会
室

▽
講
師
　

　
長
廻
芳
行
さ
ん

　
全
国
手
話
通
訳
問
題
研
究
会

　
島
根
県
支
部
運
営
委
員

▽
演
題
　

　
手
話
を
通
し
て
見
え
て
き
た

　
も
の

　
〜
聞
こ
え
な
い
、
聞
こ
え
に
く

　
い
方
の
人
権
と
は
〜

　▽
参
加
費
　
無
料

▽
備
考
　
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記

　
　
　
　
が
つ
き
ま
す

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

　
最
近
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で

手
話
通
訳
者
を
見
る
機
会
が
と
て

も
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
手
話
通

訳
と
要
約
筆
記
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
手
話
通
訳
と
要
約
筆

記
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

手
話
通
訳
と
要
約
筆
記

　
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
情

報
保
障
と
し
て
、
手
話
通
訳
と
要

約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

　
手
話
通
訳
に
は
「
き
き
と
り
通

訳
」
と
「
よ
み
と
り
通
訳
」
が
あ

り
ま
す
。

　
き
き
と
り
通
訳
と
は
、
話
さ
れ

た
内
容
を
手
話
で
伝
え
る
こ
と
で

す
。

　
よ
み
と
り
通
訳
と
は
、
聴
覚
に

障
が
い
の
あ
る
人
の
手
話
を
日
本

語
に
し
て
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
要
約
筆
記
と
は
、
話
さ

れ
た
内
容
（
音
声
言
語
）
を
要
約

し
、
文
字
と
し
て
聴
覚
障
が
い
の

あ
る
人
へ
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　
主
に
、
手
話
を
母
語
と
し
て
い

な
い
人
（
中
途
失
聴
者
な
ど
）
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
音
声
の

記
録
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
話
通
訳
の
歴
史

　
日
本
の
手
話
通
訳
は
、
明
治
11

年
に
京
都
市
で
聴
覚
に
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
の
た
め
の
学
校
が
設

立
さ
れ
、
日
本
で
統
一
し
た
手
話

が
広
ま
り
ま
し
た
。

　
昭
和
38
年
に
、
京
都
市
に
お
い

て
日
本
最
初
の
手
話
サ
ー
ク
ル
が

発
足
。
昭
和
42
年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
手
話
通
訳
団
が
結
成
さ

れ
、
京
都
市
役
所
な
ど
の
行
政
窓

口
で
手
話
通
訳
の
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、

昭
和
45
年
に
京
都
市
が
、
手
話
の

で
き
る
人
を
正
規
職
員
と
し
て
採

用
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
京
都
市
に
お
い
て
手

話
通
訳
の
制
度
が
で
き
、
や
が
て

全
国
へ
と
、
広
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。

要
約
筆
記
の
歴
史

　
日
本
の
要
約
筆
記
は
昭
和
40
年

代
後
半
に
手
話
通
訳
者
が
中
心
と

な
っ
て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
最
初
は
、
話
さ
れ
た
内
容
を
紙

に
書
い
た
筆
談
方
式
で
し
た
が
、

オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
（
透
明
な
フ
ィ
ル
ム
に
書
い

た
文
字
を
光
で
映
し
出
す
機
械
）

方
式
や
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
カ
メ
ラ

（
紙
に
筆
記
し
た
も
の
を
映
し
出

す
機
械
）
方
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
入
力

し
た
文
字
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で

映
し
出
す
パ
ソ
コ
ン
方
式
と
変

わ
っ
て
お
り
、
黒
い
画
面
に
白
い

太
文
字
で
表
示
さ
れ
、
と
て
も
読

み
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

手
話
通
訳
の
資
格
制
度

　
手
話
通
訳
に
は
、
次
の
資
格
制

度
が
あ
り
ま
す
。

・
手
話
通
訳
士

　
厚
生
労
働
大
臣
認
定
の
資
格

で
、
全
国
で
は
４
１
９
４
人
、
島

根
県
で
は
15
人
お
ら
れ
ま
す
。

・
手
話
通
訳
者

　
島
根
県
認
定
の
資
格
で
、
島
根

県
で
は
61
人
、
大
田
市
で
は
３
人

お
ら
れ
ま
す
。

・
手
話
奉
仕
員

　
市
町
村
が
実
施
す
る
養
成
講
座

の
修
了
者
で
、
主
に
日
常
会
話
な

ど
の
手
話
通
訳
を
お
こ
な
う
人

で
、
大
田
市
で
は
41
人
お
ら
れ
ま

す
。

大
田
市
の
未
来
に
向
け
て

　
市
で
は
、
不
特
定
多
数
の
人
が

参
加
す
る
講
演
会
や
研
修
会
・
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
、
で
き
る
限
り
手

話
通
訳
と
要
約
筆
記
を
付
け
る
こ

と
に
し
て
お
り
、
聴
覚
に
障
が
い

の
あ
る
人
か
ら
参
加
す
る
機
会
が

増
え
た
と
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
大
田
市
在
住
の
手
話

通
訳
者
は
３
人
、
パ
ソ
コ
ン
方
式

の
要
約
筆
記
者
は
１
人
し
か
い
な

い
こ
と
か
ら
、
市
外
の
か
た
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で

す
。

　
今
後
も
継
続
し
て
障
が
い
の
あ

る
人
へ
情
報
を
届
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
手
話

通
訳
や
要
約
筆
記
に
興
味
の
あ
る

人
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
地
域
福

祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
し

い
内
容
な
ど
を
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
地
域
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
２
）

な
が
さ
こ
よ
し
ゆ
き

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

17

きずな

手
話
通
訳
と
要
約
筆
記



い
の
あ
る
人
で
、
一
定
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
人
は
手
続
き
を
す

る
こ
と
で
、
右
の
図
①
〜
③
の
手

当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
書
類
な
ど

・
①
〜
③
共
通
　
所
定
の
診
断

　
書
、
指
定
口
座
の
通
帳
、
個
人

　
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）、
本

　
人
確
認
が
で
き
る
も
の

・
①
の
み
　
保
護
者
と
対
象
児
童

　
の
戸
籍
謄
（
抄
）
本

・
③
の
み
　
公
的
年
金
な
ど
の
収

　
入
が
わ
か
る
証
明
書
な
ど

次
の
場
合
は
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん

・
①
〜
③
共
通
　
児
童
福
祉
施
設

　
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

　
る
人
。
前
年
に
一
定
以
上
の
所

　
得
が
あ
る
人

・
①
②
共
通
　
障
が
い
を
理
由
と

　
す
る
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る

　
人
　

・
③
の
み
　
病
院
な
ど
に
３
か
月

　
以
上
継
続
し
て
入
院
し
て
い
る

　
人

※
　
詳
し
い
手
続
き
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
地
域
福
祉
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
３
）

　
大
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、

「
知
る
・
考
え
る
・
つ
な
が
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
２
月
を
「
お
お
だ
教

育
月
間
」
と
し
、
大
田
の
魅
力
あ

る
教
育
の
取
り
組
み
を
よ
り
広
く

発
信
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
期
間

に
は
、
就
学
前
か
ら
高
校
ま
で
の

教
育
に
関
わ
る
取
り
組
み
を
紹
介

い
ず
れ
も

▽
管
理
期
間
　
令
和
７
年
４
月
１

　
日
〜
令
和
12
年
３
月
31
日
（
５

　
年
間
）

問
観
光
振
興
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
９
５
）

⑤
大
田
市
葬
斎
場

（
大
田
葬
斎
場
・
温
泉
津
葬
斎
場
・

仁
摩
葬
斎
場
）

▽
株
式
会
社
　
日
本
斎
苑
　

▽
管
理
期
間
　
令
和
７
年
４
月
１

　
日
〜
令
和
13
年
３
月
31
日
（
６

　
年
間
）

問
環
境
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
６
９
）

　
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
の

父
母
ま
た
は
養
育
者
、
日
常
生
活

に
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
障
が

す
る
映
像
を
配
信
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ぎ
ん
ざ
ん
テ
レ
ビ
放
送
期
間

　
２
月
３
日
㈪
〜
24
日
㈪

市
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
日

　
２
月
28
日
㈮ 

ス
タ
ー
ト

◇
主
な
配
信
内
容

・
幼
児
教
育
施
設
、
小
・
中
学

　
校
、
高
等
学
校
、
出
雲
養
護
学

　
校
分
教
室
の
特
色
あ
る
学
習
の

　
様
子

・
今
年
度
活
躍
し
た
子
ど
も
た
ち

　
の
表
彰
、
大
田
市
教
育
委
員
会

　
表
彰

・
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
や
給
食
セ

　
ン
タ
ー
の
取
組
紹
介
、
あ
す
な

　
ろ
教
室
の
紹
介
　

※
　
放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
ぎ
ん
ざ
ん
テ
レ
ビ
番
組
表

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
学
事
・
魅
力
化
推
進
室

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
４
）

　
市
で
は
、
次
の
公
の
施
設
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
を
お
こ
な
う
た
め
、
令
和
７

年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
を
指
定

し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

各
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

①
国
民
宿
舎
さ
ん
べ
荘

▽
株
式
会
社
　
さ
ん
べ
開
発
公
社

②
三
瓶
観
光
リ
フ
ト

▽
株
式
会
社
　
飯
南
ト
ー
タ
ル
サ

　
ポ
ー
ト

③
西
の
原
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

▽
株
式
会
社
　
　

④
北
の
原
キ
ャ
ン
プ
場

▽（
公
財
）
し
ま
ね
自
然
と
環
境

　
財
団
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necco

在
宅
で
生
活
す
る

障
が
い
の
あ
る
人
に

手
当
を
支
給
し
ま
す

特別児童扶養手当

障がい児福祉手当

特別障がい者手当

20歳未満で重度の障がいがあるため、日常生
活で常時の介護を必要とする人
20歳以上で著しく重度の障がいがあるため、
日常生活で常時特別の介護を必要とする人

20歳未満で一定の障がいのある児童を監護・
養育している父母または養育者①

②

③

手当の種類 対象となる人 受給額
（月額）

１級55,350円
２級36,860円

15,690円

28,840円

指
定
管
理
者

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先

市　勢
（令和７年１月１日現在）

（　　）内は前月比

申

18

○人　口　31,475人　（△  35）
　・男　　15,162人　（△  24）
　・女　　16,313人　（△  11）
○世帯数　15,277世帯（△  18）
○出生数　　　14人
○死亡数　　　60人
○面　積　435.34㎢

２
月
は「
お
お
だ
教
育
月
間
」

（受給額はＲ6.4.1現在）



▽
内
容
　
ト
ル
コ
か
ら
ド
イ
ツ
へ

　
移
住
し
た
一
家
が
奮
闘
し
、
半

　
世
紀
を
経
て
、
再
び
ト
ル
コ
へ

　
里
帰
り
す
る
姿
を
、
温
か
な
ま

　
な
ざ
し
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

　
描
い
た
ド
ラ
マ
。
　

▽
入
場
料
　
無
料

※
　
今
後
の
感
染
症
流
行
状
況
に

よ
り
、
上
映
を
急
遽
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

　
市
内
の
小
学
生
（
幼
児
を
含

む
）・
中
学
生
か
ら
公
募
し
た
書
道

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
17
時

　
　
　 

（
16
日
は
16
時
ま
で
）

　
表
彰
式
　
２
月
15
日
㈯

　
　
　
　
　
10
時
〜

▽
会
場
　
大
田
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
４
階

▽
入
場
　
無
料

問
大
田
市
文
化
協
会
（
大
田
市
民

会
館
１
階
）

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
５
５
３
９
）

◇
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
作
り

　
巣
箱
３
段
の
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の

巣
箱
を
作
り
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
23
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

▽
料
金
　
１
万
５
０
０
円

　
　
　 

（
材
料
費
込
み
）

▽
定
員
　
　
10
人

▽
申
込
期
限
　
２
月
16
日
㈰

　
・
問
三
瓶
木
工
館

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
１
８
２
）

　
大
田
市
で
の
シ
ル
バ
ー
派
遣
事

業
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

▽
日
時
　
２
月
21
日
㈮

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
商
工
会
議
所

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

▽
募
集
期
間
　
１
月
24
日
㈮
〜

　
２
月
７
日
㈮
　
17
時
ま
で

▽
入
居
者
の
決
定
　
住
宅
の
困
窮

　
状
況
を
考
慮
し
、
選
考
に
て
お

　
こ
な
い
ま
す
。

▽
家
賃
　
収
入
に
応
じ
て
決
定
し

　
ま
す
。

▽
募
集
住
宅
名

　
所
在
地
／
募
集
戸
数
／
住
宅
使

　
用
料
／
間
取
り
／
建
設
年
度

【
市
営
住
宅
】

◇
み
そ
の
ハ
イ
ツ

　
温
泉
津
町
温
泉
津
イ
９
２
３
番

　
地
／
２
戸
／
１
万
８
８
０
０
円

　
〜
３
万
６
９
０
０
円
／
３
Ｌ
Ｄ

　
Ｋ
／
平
成
12
年
度

◇
松
山
住
宅

　
温
泉
津
町
温
泉
津
イ
６
６
５
番

　
地
／
４
戸
／
１
万
１
７
０
０
円

　
〜
２
万
３
７
０
０
円
／
３
Ｄ
Ｋ

　
／
昭
和
52
〜
54
年
度

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

◇
湯
里
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
温
泉
津
町
湯
里
１
７
２
８
番
地

　
３
／
１
戸
／
４
万
５
０
０
０
円

　
／
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
平
成
６
年
度

【
一
般
市
営
住
宅
】

◇
メ
ゾ
ン
栄

　
仁
摩
町
仁
万
４
６
１
番
地
20
／

　
１
戸
／
３
万
円
／
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／

　
平
成
５
年
度

※
　
入
居
資
格
に
適
応
し
た
人
を

対
象
と
し
た
住
宅
で
す
。

※
　
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
ま
た
は
暴
力
団

関
係
者
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

問
都
市
計
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
１
０
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
Ｐ
Ｃ
基
礎
・
エ
ク
セ
ル
入
門
）

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
エ
ク

セ
ル
の
機
能
と
操
作
方
法
な
ど
の

講
習
で
す
。

▽
日
時
　
２
月
26
日
〜
３
月
24
日

　
　
　
　
の
間
の
㈪
・
㈬
・
㈮
　

　
　
　
　
19
時
〜
21
時
（
12
回
）

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
　
　
　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
４
０
０
０
円

▽
対
象
　
ど
な
た
で
も

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
２
月
19
日
㈬

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

　
島
根
県
司
法
書
士
会
で
は
、
２

月
の
１
か
月
間
を
「
相
続
登
記
は

お
済
み
で
す
か
月
間
」
と
定
め
、

無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
島
根

県
内
司
法
書
士
事
務
所
で
は
、
相

続
登
記
を
は
じ
め
と
し
て
、
遺

言
、
遺
産
分
割
協
議
な
ど
相
続
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
２
月
１
日
㈯
〜
28
日
㈮

▽
場
所
　
県
内
の
各
司
法
書
士
事

　
　
　
　
務
所

▽
相
談
料
　
無
料

※
　
県
内
の
各
事
務
所
へ
お
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
島
根
県
司
法
書
士
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
‐
24
‐
１
４
０
２
）

▽
日
時
　
２
月
22
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品
　「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
里

　
帰
り
」

 

（
２
０
１
１
年
／
１
０
１
分
）

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

無
料
相
談
月
間

市
営
住
宅
　
入
居
者

募
　
　
集

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

第
７
回
大
田
市

　
　
　
　
子
ど
も
書
道
展

三
瓶
木
工
館

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

申

申 申

催
　
　
し
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申請方法
〇窓口での申請
　大田市役所子ども保育課に各種申請書類を設置しています。
※　仁摩支所、温泉津支所では手続きできませんので、窓口での手続きの場合は、必ず本庁にお越しください。

〇郵送での申請
　提出書類の様式を市のホームページよりダウンロードし、必要事項をご記入のうえ、添付書類が必要な
場合は、その書類を添えて下記の宛先まで郵送してください。なお、封筒・切手はご用意ください。

問子ども保育課（☎0854‐83‐8107）

市ホームページ

～手続きが必要な人で手続きがお済でない場合は、児童手当が受給できません～

以下に該当する方は手続きが必要になります。

児童手当の制度改正に伴う手続き

①高校生年代のお子さんのみを養育されている人
　・制度改正に伴い、新規申請の手続きが必要になります。
　・過去に大田市から児童手当を受給していた人も改めて手続きが必要になります。
②高校生年代のお子さんと大学生年代のお子さんを養育されている人
　・制度改正に伴い、新規申請の手続きが必要になります。
　・過去に大田市から児童手当を受給していた人も改めて手続きが必要になります。
③所得制限により中学生年代までのお子さんを養育しているが、大田市から児童手当を受給して　
　いなかった人
　・制度改正に伴い、新規申請の手続きが必要になります。
　・過去に大田市から児童手当を受給していた人も改めて手続きが必要になります。
④中学生年代までのお子さんを養育しており、既に大田市から児童手当を受給されている人で、
　高校生年代（住民票が大田市にない）のお子さんを養育されている人
　・制度改正に伴い、額改定の手続きが必要になります。
⑤中学生年代までのお子さんを養育されており、既に大田市から児童手当を受給されている人で
　下記のいずれにも該当する人
　　１．大学生年代のお子さんを養育している
　　２．養育しているお子さんが３人以上
　　・制度改正に伴い、額改定の手続きが必要になります。
　　・手続きがお済でない場合は、多子加算の適用ができませんのでご注意ください。

※　公務員の人は、必要な手続きについて職場でご確認ください。

　令和６年10月分（12月支給分）から児童手当制度が変わりました。
　この制度改正に伴い、新たに児童手当の受給対象者になられた人は、児童手当を受給するために、
手続きが必要です。

宛先：〒694-0064　大田市大田町大田ロ1111　大田市役所　子ども保育課（児童手当担当）

令和７年３月31日までに上記のいずれかの申請方法にてお手続きください。

児童手当の手続きがお済みでない人は、お急ぎください
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①おおだ子ども食堂
　　おおだふれあい会館

22日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308
15日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088
15日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373

②みんなの食堂
　　祖式ジム

子ども食堂 ２月の予定 子ども　無料
大人　①③300円②100円④200円

③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）

21日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階

21

つながらない場合　☎03‐3478‐1060

＃８０００

【受付時間】平日／19：00～翌朝９：00
　　　　　  土日・祝日／９：00～翌朝９：00
※　東京都内までの通話料が必要です。

子ども医療電話相談

　マイナンバーカードの交付・申請・更新につい
て、次のとおり、休日窓口の開設と平日の窓口延長
をおこないます。
　市役所の開庁時間内にマイナンバーカードの申請
や受け取りが難しい人は、ぜひ、ご利用ください。
なお、予約制とします。
▽開設日時
　休日窓口（日曜日）８：30～12：00
　　２月９日　　３月９日
　平日窓口延長  17：15～19：30
　　２月17日　　３月17日
▽申請・交付場所　　市役所本庁 市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所で
カードを保管していますので、５日前までにご連絡
ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの申請・交付・更新事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
※　予約状況などにより、変更する場合があります。

　令和６年分の確定申告については、スマートフォン
とマイナンバーカードなどを利用して、自宅などから
手続していただきますようお願いします。なお、２月
17日から３月17日までの期間、石見大田税務署２階に
て申告相談をおこなっています。相談には整理券が必
要となっており、①LINEによる事前予約、②当日券
の配付（枚数に限りがあります。）のいずれかで受け
付けております。
　石見大田税務署ではマイナンバーカードを用いたス
マホ申告を推進しています。マイナンバーカードをお
持ちの人は必ずご持参ください。（手続きにあたり、
マイナンバーカードを発行する際に設定した署名用電
子証明書のパスワードと利用者証明用電子証明書のパ
スワードの二つが必要になります。）詳細につきまし
ては、国税庁ホームページをご覧ください。

窓口を開設
マイナンバーカード【石見大田税務署】

確定申告についてのお知らせ

「大田市の魅力が伝わる写真」
を募集しています

休日
夜間

櫛島の夕日
《市ホームページ》

応募方法 「フォトおおだ」

申・問市民課（☎0854‐83‐8067）問石見大田税務署（自動音声案内）☎0854‐82‐0980

問政策企画課（☎0854‐83‐8006）

　大代町にお住まいのかたから素敵な写真をご提供
いただきました。
　カラー写真は、市ホームページ「フォトおおだ」で
ご覧ください。

個人事業者の消費税および地方消費税
３月31日（月）までに申告・納税

所得税および復興特別所得税・贈与税
３月17日（月）までに申告・納税

広報おおだ　Ｒ7（2025）1.23

　市では、市民の皆さんが撮影した「大田市の魅力が伝わる写
真」を募集し、「広報おおだ」や市ホームページ、市公式LINE、
市公式Facebookで紹介することで、行政と市民が協働する

『大田市の魅力発信』をおこなっています。
　応募方法などの詳細は、市ホームページに掲載しています。
　一緒に大田市の素敵なところをＰＲしていきましょう！
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●し尿の運搬・処理手数料（消費税込み）
取扱区分

処理

運搬

単位 現行 改定後

11円

1,001円

200円

－

902円

180円
し尿

（家庭、事業所とも）

18Ｌ当り

90Ｌまで
90Ｌ超える場合
（18Ｌ当り）

※　18Ｌ未満の端数が生じたときは、18Ｌとする。

　原材料や運搬費など、廃棄物の処理に係る費用は年々増加しています。
廃棄物処理施設の安定的な管理運営を図るため、令和７年４月１日から一般
廃棄物処理手数料を改定します。

ごみの持ち込み

２月不燃ごみの収集日

22

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
大田（橋南）
大森・水上・祖式・大代

19
21
20
25
26
18
28
27
17
25
27

日日５
７
６
10
14
４
12
13
３
12
13

６日
20日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　２日・16日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

令和７年４月１日から
一般廃棄物処理手数料を改定

問環境政策課（☎0854‐83‐8069）衛生処理場（☎0854‐82‐6749）

相続登記の申請が義務化されました

420円

●施設への自己搬入処理手数料（消費税込み）

燃やせるごみ
不燃ごみ

ごみの種類

燃やせるごみ事業系

家庭系
10kg当たり

不燃ごみ

52円
52円
105円
367円

60円
60円
130円

単位 現行 改定後

※　10kg未満の端数が生じたときは、10kgとする。

●指定袋の１枚当たりの価格（消費税込み）
改定後規格ごみ指定袋の種類

燃やせるごみ
（黄色）

不燃ごみ
（白地に青字）

家庭用

大（45Ｌ）
中（30Ｌ）

52円
31円
26円
52円
31円
26円

524円

105円

60円
36円
24円
60円
36円
24円

524円

130円

現行

小（20Ｌ）
大（45Ｌ）
中（30Ｌ）

燃やせるごみ
（緑色）事業所用 大（45Ｌ）

小（20Ｌ）
粗大ごみ処理券
（１枚当り）

※　プラスチック製容器包装用の指定袋及び不燃粗大ごみ処理券につい
ては変更ありません。
※　現在お持ちのごみ指定袋は、引き続き使用できます。
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７日㈮　９時～12時 おおだふれあい会館
人権相談

14日㈮ 19時～20時30分

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
１日㈯ 10時～11時30分

大田まちづくりセンター

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

申

申

２月の相談

23

生活相談

こころの健康相談（要予約）

難病相談

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

４日㈫
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

17日㈪ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9825）
４日㈫・18日㈫ ９時30分～11時 県央保健所

７日・14日・21日・
28日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

移動ナースバンク

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）
26日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉職場相談会
26日㈬ 13時30分～15時30分
問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分一般相談

就労相談
（要予約）

12日㈬　　
13時30分～15時30分

年金相談（要予約）
４日㈫　10時～15時
20日㈭  10時～15時

市役所４階 小講堂

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

４日㈫　９時～15時 市役所２階 第２会議室
申

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）
７日㈮　９時～12時 市役所３階 第２会議室

行政相談

21日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
14日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
申
申

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

納期限および口座振替日
固定資産税
市県民税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

２月28日
４期
－

８期
８期

１月31日
－

４期
７期
７期

期限内に納付をお願いします税・保険料

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　１月29日㈬、30日㈭、31日㈮
　２月26日㈬、27日㈭、28日㈮
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　２月16日㈰

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）
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大
人
へ
の
門
出
を
祝
う
「
令
和
７
年
大
田
市
二
十
歳

の
つ
ど
い
」
が
１
月
４
日
に
大
田
市
民
会
館
で
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
今
年
二
十
歳
を
迎
え
た
の
は
平
成
16
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
17
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
２
９
５
人
。
こ
の

日
は
２
１
０
人
が
出
席
し
、
夢
と
希
望
を
抱
い
て
大
人

へ
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

記念品を受け取る
山本 太希さん

輝
か
し
い
未
来
へ―

二
十
歳
の
つ
ど
い

輝
か
し
い
未
来
へ―

二
十
歳
の
つ
ど
い

司会をおこなう小島 咲さん（左）と笠松 瑞生さん（右）

代表あいさつをおこなう山根 奈菜聖さん（左）と神宮寺 龍輝さん（右）

市
長
あ
い
さ
つ
・
激
励
の
こ
と
ば

　
式
典
で
は
、
市
長
が
「
大
田
市
は
、
本
年

10
月
に
合
併
20
周
年
を
迎
え
る
。
今
後
の
大

田
市
の
未
来
を
見
据
え
る
大
切
な
時
期
で

あ
る
。
未
来
の
社
会
を
よ
り
良
い
も
の
に
変

え
て
い
く
力
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
未
来
へ
の
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
せ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
間 

裕
紀
さ
ん
（
島
根
大
田
青
年

会
議
所
）
は
「
今
ま
で
受
け
取
っ
た
恩
を
、

恩
返
し
す
る
の
で
は
な
く
、
友
人
や
後
輩
な

ど
多
く
の
人
に
恩
を
送
る
こ
と
で
つ
な
い
で

い
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
恩
の
連
鎖
こ
そ
が
、

一
人
ひ
と
り
の
未
来
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
。

『
挑
戦
』
と
『
恩
送
り
』
を
考
動
し
、
よ
り

良
い
明
日
を
目
指
そ
う
」
と
激
励
の
こ
と
ば

を
贈
り
ま
し
た
。

記
念
品
贈
呈
・
代
表
あ
い
さ
つ

　
山
本 

太
希
さ
ん
（
久
手
町
）
が
記
念
品
を

市
長
か
ら
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
神
宮
寺 

龍
輝
さ
ん
（
久
手
町
）
が

「
私
は
10
年
前
、
大
田
市
に
Ｉ
タ
ー
ン
し
て

き
た
。
知
ら
な
い
土
地
で
過
ご
す
の
は
、

と
て
も
淋
し
く
心
細
か
っ
た
が
、
地
域
・
学

校
・
ス
ポ
少
関
係
者
の
方
々
、
友
人
に
支
え

ら
れ
、
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
か
ら
も
地
元
を
愛
し
、
地
域
の
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
社
会
の
一
員
と

し
て
貢
献
し
た
い
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
思
い

と
未
来
へ
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
根 

奈
菜
聖
さ
ん
（
五
十
猛
町
）

は
「
生
ま
れ
育
っ
た
大
田
市
に
貢
献
し
た
い

と
思
い
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
学
ぶ
た

め
に
進
学
し
た
。ゼ
ミ
活
動
を
き
っ
か
け
に
、

大
森
町
民
の
皆
さ
ん
と
関
わ
る
中
で
、
多
く

の
刺
激
を
受
け
、
た
く
さ
ん
の
学
び
を
得
て

い
る
。
大
学
生
活
を
通
し
て
、
大
田
市
で
地

域
の
人
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
地
域

教
育
事
業
を
お
こ
な
い
た
い
と
い
う
夢
が
で

き
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か

ら
も
大
好
き
な
大
田
市
に
貢
献
で
き
る
よ
う

精
進
し
た
い
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　
式
典
後
、会
場
外
で
は
ス
ー
ツ
や
袴
、彩
り

鮮
や
か
な
振
袖
に
身
を
包
ん
だ
参
加
者
が
、

久
々
の
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

　
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！


